
確認申請書　第二号様式（第四面）建築物別概要
【８．換気設備の種類】の欄に関して添える別紙

（居室毎の機械換気設備）

階 室名
床面積

ｍ
２

気積

ｍ
３ 換気種別

換気回数
ｎ

（天井裏等への措置）

（注）独立した複数のエリア毎に換気計画を計画する場合、それぞれのエリア毎に分けて気積、換気種別、給気
量、排気量、天井裏等の措置、換気回数を記入し、全エリアについて明示する必要がある。

合計

　　　　　　　　　　室名
天井裏等

平均天井高
m

給気機による
給気量（Ａ）

ｍ
３
/ｈ

排気機による
排気量（Ｂ）

ｍ
３
/ｈ



確認申請書　第二号様式（第四面）建築物別概要
【８．換気設備の種類】の欄に関して添える別紙

（居室毎の機械換気設備）

階数 室名
床面積

ｍ
２

気積

ｍ
３ 換気種別

換気回数
ｎ

１Ｆ 居間 24.30 60.75

１Ｆ 台所 8.28 20.70

１Ｆ 和室 17.40 43.50

１Ｆ 廊下 19.87 53.05

２Ｆ 洋室１ 10.00 24.00

２Ｆ 洋室２ 10.00 24.00

２Ｆ 主寝室 14.91 35.78

２Ｆ 廊下 14.90 35.76

297.55 0.53

（天井裏等への措置）

通気止 通気止

通気止 通気止

… … … … … … … …

第３種
材料使用

第３種
材料使用

第３種
材料使用

… … … … … … … …

給気機による給気量（Ａ）＞排気機による排気量（Ｂ）により、１Ｆ天井裏（２Ｆ床裏）
は居室より負圧に措置済

気密層

　　　　　　　　　　室名
天井裏等

記入例

合計

2.50

2.67

2.40

収納

…

…

間仕切壁２

間仕切壁１

２Ｆ小屋裏

１Ｆ天井裏

（２Ｆ床下）

１Ｆ床裏

外壁

…

30.00

20.00

（注）上書式は、１階及び２階の各室に給気機を設け、１階及び２階の廊下に排気機を設けて、建築物全
体の換気計画を一体的に計画した場合の記入例である。また、２Ｆ小屋裏、１Ｆ床裏及び外壁と居室等と
の間には気密層を設け、間仕切壁には通気層を設けて居室等と区画することを想定している。独立した
複数のエリア毎に換気計画を計画する場合には、それぞれのエリア毎に分けて気積、換気種別、給気
量、排気量、天井裏等の措置、換気回数を記入し、全エリアについて明示する必要がある。
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/ｈ

気密層

…

2.50

２Ｆ洋室２２Ｆ主寝室 ２Ｆ廊下

気密層

１Ｆ台所 １Ｆ和室 １Ｆ廊下



使用建築材料表

・住宅等の居室以外の居室 （回／ｈ）
表１

記号 種別 記号 種別

ａ ｉ

ｂ ｊ

ｃ ｋ

ｄ ｌ

ｅ ｍ

ｆ ｎ

ｇ ｏ

ｈ ｐ

表２
幅（長さ） 高さ 面積 使用面積
（m） （ｍ） （㎡） （㎡）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0 ㎡
0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

（㎡） 0 0

㎡　

設計者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

合計 0

※1.仕上げ材料が透過性のある建材（壁紙、カーペット等）の場合、直下の下地材までの材料のうちで発散等級が最も下位の
材料の等級を種別欄へ記入してください。
※2.換気の区画（ゾーニング）毎に各室床面積の合計値を記入し、判定してください。
※3.（内装仕上げにおいて、※1.を考慮したうえで

設計者資格

（ＯＫ）

0

使用面積合計
（判定結果）

階
部屋名
（㎡）

内装仕上
げ

種別 記号 係数

建築材料 建築材料

・住宅等の居室 ・第 種換気設備
・換気回数



別紙１

3

・住宅等の居室以外の居室 0.5 （回／ｈ）
表１

記号 種別 記号 種別
ａ Ｆ☆☆☆ ｋ Ｆ☆☆☆
ｂ Ｆ☆☆☆ ｌ Ｆ☆☆☆
ｃ Ｆ☆☆☆ ｍ Ｆ☆☆☆
ｄ Ｆ☆☆☆ ｎ Ｆ☆☆☆
ｅ Ｆ☆☆☆☆ ｏ Ｆ☆☆☆
ｆ Ｆ☆☆☆ ｐ Ｆ☆☆☆
ｇ Ｆ☆☆☆ ｑ Ｆ☆☆☆
ｈ Ｆ☆☆☆ ｒ Ｆ☆☆☆
ｉ Ｆ☆☆☆ ｓ Ｆ☆☆☆☆
ｊ Ｆ☆☆☆ ｔ Ｆ☆☆☆☆

表２
幅（長さ） 高さ 面積 使用面積
（m） （ｍ） （㎡） （㎡）

１階 床 （規制対象外） 0
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｅ 0
天井 Ｆ☆☆☆ ｌ 11.59 0.5 5.795
引戸 Ｆ☆☆☆ ｇ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555
引違建具 Ｆ☆☆☆ ｉ 1.82 2.1 3.822 0.5 1.911
床の間 Ｆ☆☆☆ ｏ 1.66 0.5 0.83
フローリングＦ☆☆☆ ａ 16.56 0.5 8.28
壁 （規制対象外） ｓ、ｔ 0
天井 （規制対象外） ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555
引違建具 Ｆ☆☆☆ ｉ 1.82 2.1 3.822 0.5 1.911
フローリングＦ☆☆☆ ａ 9.94 0.5 4.97
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
キッチン Ｆ☆☆☆ ｐ 2.73 2.1 5.733 0.5 2.8665
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 1.82 2.1 3.822 0.5 1.911
フローリングＦ☆☆☆ ａ 10.77 0.5 5.385
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸・引戸 Ｆ☆☆☆ ｆ、ｇ 6.37 2.1 13.377 0.5 6.6885
玄関収納 Ｆ☆☆☆ ｈ 2.73 2.4 6.552 0.5 3.276
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
踏み板 Ｆ☆☆☆ ｄ 4.14 0.5 2.07
蹴込 Ｆ☆☆☆ ｄ 0.91 2.9 2.639 0.5 1.3195

浴室
（３．３０㎡）

床 （規制対象外） 0
壁 （規制対象外） ｓ、ｔ 0
天井 （規制対象外） ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 1.82 2.1 3.822 0.5 1.911
洗面化粧台 Ｆ☆☆☆ ｑ 1.82 2.3 4.186 0.5 2.093
床 （規制対象外） 0
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555

２階 フローリングＦ☆☆☆ ａ 16.56 0.5 8.28
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555
据置収納 Ｆ☆☆☆ ｋ 3.64 2.4 8.736 0.5 4.368
フローリングＦ☆☆☆ ａ 9.94 0.5 4.97
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555
据置収納 Ｆ☆☆☆ ｋ 2.73 2.4 6.552 0.5 3.276
フローリングＦ☆☆☆ ａ 13.25 0.5 6.625
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 （規制対象外） ｓ、ｔ 0
開戸 （規制対象外） ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555
据置収納 Ｆ☆☆☆ ｋ 2.73 2.4 6.552 0.5 3.276
フローリングＦ☆☆☆ ａ 6.62 0.5 3.31
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 3.64 2.1 7.644 0.5 3.822
収納扉 Ｆ☆☆☆ ｊ 0.91 2.3 2.093 0.5 1.0465
床 （規制対象外） 0
壁 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
天井 Ｆ☆☆☆☆ ｓ、ｔ 0
開戸 Ｆ☆☆☆ ｆ 0.91 2.1 1.911 0.5 0.9555

合計　１０９・３９㎡　
※1.仕上げ材料が透過性のある建材（壁紙、カーペット等）の場合、直下の下地材までの材料のうちで発散等級が最も下位の材料の等級
を種別欄へ記入してください。
※2.換気の区画（ゾーニング）毎に各室床面積の合計値を記入し、判定してください。

（９．９４㎡）

トイレ

（１．６０㎡）

子供部屋２

（１３．２５㎡）

廊下

（６．６２㎡）

（１．８２㎡）

主寝室

（１６．５６㎡）

子供部屋１

洗面所 （ＯＫ）
（３．３０㎡）

トイレ

（４．１４㎡） 96.8795

ユニットバス 0 ㎡

（９．９４㎡）

廊下・ホール

（１０．７７㎡）

階段

（１１．５９㎡）

ＬＤ

（１６．５６㎡）

Ｋ

記号 係数
使用面積合計
（判定結果）

和室

階 部屋名
内装仕上げ
の部分

種別

引違建具 壁紙施工用でんぷん系接着剤
収納扉 ビニルクロス

引戸 洗面化粧台
玄関収納 玄関収納

じゅらく塗り 床の間
開戸 キッチン

普通合板 ふすま
木製階段 押入棚板

複合フローリング 据置収納
構造用合板 天井材（天然木化粧合板）

設計者資格 　○級建築士　○○登録　第○○○○○号

設計者氏名 　○○ ○○

記入例

・住宅等の居室 ・第
使用建築材料表

種換気設備

・換気回数

建築材料 建築材料

建築材料の
種類を表１
の記号に基
づいて記入
する。

換気計画ごとに判定
する
使用面積合計(Ｍ）

一体の換気計画における
床面積の合計　（Ａ）

居室の種類、換気回
数、使用材料の等級
によって異なる（別紙
注意事項の表を参
照）

居室の種類（住宅、その他）に○をして、
換気種別及び換気回数を明記し、異なる
ごとに使用建築面積材料表を作成する

× ＝ × ＝

Ｍ≦Ａ
　



① この表は換気計画上一体となっている部分ごとに作成してください。

② 居室の種類に○をしてください。

③ 換気種別（第～種換気）、換気回数を記入してください。

④ 表１に使用する建築材料仕上げ等のリストを作成してください。
⑤ 表１、２の種別欄にはＦ☆☆～☆☆☆☆（又は第２種、第３種及び規制対象外）を入力してください。

⑥ 表２に階数、部屋の種類及びその室の床面積をそれぞれ記入してください。

⑦ それぞれの部屋の仕上げ部分を記入し、表１に対応した材料種別、記号を記入してください。

⑧ 使用材料ごとの面積及び内訳（記入例程度）を記入してください。

⑨ 係数（Ｎ2、Ｎ3）は、居室の種類、換気回数、使用材料の種別により下表より選択の上、記入してください。

居室の種類 換気回数 Ｎ2（第２種） Ｎ3（第３種）

０．７回／ｈ以上 1.2 0.2

０．５回／ｈ以上０．７回／ｈ未満 2.8 0.5

０．７回／ｈ以上 0.88 0.15

０．５回／ｈ以上０．７回／ｈ未満 1.4 0.25

０．３回／ｈ以上０．５回／ｈ未満 3 0.5

※１

※２

⑩ 換気計画ごとに、その使用面積の合計（Ｍ）が、その床面積の合計以内（Ｍ≦Ａ）であることを確認してください。
⑪ 設計者資格、設計者名を記入してください。

換気について、表に示す換気回数の機械換気設備を設けた場合と同等以上の換気が確保されるものとして国土交
通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認定を受けたものを含む。

使用建築材料表(運協標準様式）作成にあたっての注意事項

住宅等の居室

住宅等の居室
以外の居室

住宅等の居室とは、住宅の居室、下宿の宿泊室、寄宿舎の寝室、家具その他これに類する物品の販売業を営む店
舗の売り場をいう。




